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着地型観光における「観光資源」としての 
都市力向上をめざして 

都市力向上 

導入 

• 食べ物 
• 景色・温泉 
• 文化 
• スポーツ 

• 食べ物 
• スポーツ 現地で体験できる 

着地型観光 
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観光における都市の特徴とは？ 

人口だけで都市の特徴を表せない 
 
  ｢住民の経済活動｣｢観光｣｢文化教育｣ 
   ｢街の活性化｣｢インフラ｣｢気候｣ 
               の6項目で表す 
 
  都市活性要素（都市力）と定義する 
 
ポイント 
Ⅰ.  都市の特徴を都市力で表す 
Ⅱ.  都市間連携を数値化する 
   
 
 
 
 
 



都市活性要素（都市力） 

１．住民の経済活動 － 全国・道内チェーン店舗 
 

２．観光 － キャパシティ・インフラストラクチャ 
 

３．文化教育 － 教育施設・文化施設 
 

４．街の活性化 － イメージ・イベント 
 

５．インフラ － インフラストラクチャ 
 

６．気候 － 気温・降雨雪量・日照時間 
 



約２７万人 

約３５万人 

約１２万人 

約１３万人 

約４万人 

約１万人 

｢都市力｣の比較 
人口 

少 多 

ポイントⅠ 
人口が同じ規模であっても 
都市力の値は変わってくる 
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連携の強さ        
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正規関数を仮定 

都市間の連携の数値化 

２都市間の連携が左のような
形をしていると仮定する 

f a

i
f b

j都市力 

距離に依存する関数 

ポイントⅡ 



①北見-網走 50km   
②北見-旭川 160km 

網
走  

     

旭
川     

北見 
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北見-網走 大きい      

北見-旭川 小さい 

同じ項目でも都市に
よって傾向が違う 

① 

② 

網走 
北見 

旭川 

① ② 

連携の強さ 

連携の計算例 
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観光の振興
街の活性化

観光に関わる都市力の要素



観光の振興
街の活性化

観光に関わる都市力の要素

強化

都市の魅力向上



都市力を上げるには・・・

観光ビッグデータ
オホーツク圏内のあらゆる情報



都市力を上げるには・・・

観光ビッグデータ
オホーツク圏内のあらゆる情報

分析

地域の観光能力を上げる



ビッグデータ

データ提供

フィードバック

ユーザー



しかし・・・

データはあるが，分析ができていない



目的
オホーツク圏の都市力向上



目的
オホーツク圏の都市力向上

圏内のデータ収集・分析



ビッグデータ

•データ提供
•フィードバック情報入手

官庁
•データ提供
•フィードバック情報入手
•広報支援活動

学術
•データ収集・解析
•フィードバック情報提供

産業



スポーツ振興
「体験・観戦」のブランド
•トップ選手との交流
•カーリング教室

ホスピタリティ
「癒し」のブランド
•飲食店のレビュー解析
•宿泊施設のアンケート分析

発信

分析のアプローチ

観光ビッグデータ
•従来ブランドの分析
•施設へのフィードバック
•トップチームへの戦術支援
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オホーツク圏

東京⇔北見
968km

東京⇔鹿児島 
965km
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